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2011 年 11 月 30 日 

日 本 銀 行 

 

国際短期金融市場の緊張への中央銀行の協調対応策 

カナダ銀行、イングランド銀行、日本銀行、欧州中央銀行、米国連邦準備制度およ

びスイス国民銀行は、本日、国際金融システムに対する流動性支援提供能力を拡充す

るための協調対応策を公表した。本日公表する協調対応策は、金融市場における緊張

を和らげることによって、こうした緊張が家計や企業に対する信用供給に及ぼす影響

を軽減し、ひいては経済活動を支えることを目的としている。 

上記中央銀行は、既存の時限的な米ドル・スワップ取極に適用される金利を 50 ベ

ーシス・ポイント引き下げ、新しい金利を米ドル・オーバーナイト・インデックス・

スワップ・レートに 50 ベーシス・ポイント上乗せしたものとすることに合意    

した（注１）。新しい金利は、2011 年 12 月５日以降実施されるすべてのオペレーション

に適用される。米ドル・スワップ取極の期限は、2013 年２月１日まで延長される。な

お、イングランド銀行、日本銀行、欧州中央銀行およびスイス国民銀行は、３か月物

資金供給の入札オファーを、継続して実施する。 

上記中央銀行は、不測の事態への対応措置として、市場の状況によって必要とされ

る場合に各国・地域において上記中央銀行いずれの通貨でも流動性供給を行えるよう、

各中央銀行間でそれぞれ時限的なスワップ取極を締結することにも合意した。現時点

では米ドル以外の外国通貨での流動性供給が必要な状況ではないが、仮にそうした必

要が生じた場合に速やかに対応し得るよう、取極を整えておくことが適当と判断され

る。これらのスワップ取極は、2013 年２月１日まで継続することとする。 

日本銀行の措置 

日本銀行は、本日、臨時金融政策決定会合を開催し、上記中央銀行と協調して、最

近の国際短期金融市場の緊張に対応するための措置を講じることとした。具体的には、

現在日本銀行が実施している固定金利方式の米ドル資金供給オペレーションの貸付

金利を 0.5％ポイント引き下げ、12 月５日以降のオペレーションから適用する。この

引き下げにより、新たな貸付金利は、貸付期間に応じたドル・オーバーナイト・イン

デックス・スワップ市場の実勢金利に 0.5％ポイント上乗せしたものとなる（注２）。ま

                                                  
（注１）オーバーナイト・インデックス・スワップとは、一定期間の翌日物金利と固定金利を交換する金利スワップ

取引であり、その金利は、該当期間における平均的な翌日物金利に関する市場の予測を反映したものになる。 
（注２）固定金利方式の米ドル資金供給オペレーションの貸付金利は、ニューヨーク連邦準備銀行が貸付期間に応じ

たドル・オーバーナイト・インデックス・スワップ市場における実勢金利を勘案して指定する利率に決まっ

ており、これは上記スワップ取極の金利と同じである。 
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た、現在米国連邦準備制度との間で締結している米ドル・スワップ取極、およびこれ

を原資とする米ドル資金供給オペレーションの期限を、2013 年２月１日まで６か月延

長することとした。さらに、上記中央銀行との間で、2013 年２月１日を期限とする為

替スワップ取極を締結することとした。これにより、日本銀行は、５中央銀行が必要

とする場合に円資金を供給することが可能となるとともに、日本銀行が必要とする場

合に現行の米ドルを含む５通貨の調達が可能となる。 

わが国の金融環境は、緩和の動きが続いており、わが国金融機関の外貨資金繰り動

向をみても問題は生じていない。しかし、今後、国際金融資本市場が一段と不安定化

した場合、その影響がわが国にも及ぶ可能性がある。日本銀行としては、今後とも各

国中央銀行と緊密に協力しつつ、金融市場の安定確保に努めていく方針である。 

各国中央銀行の措置 

各国中央銀行の措置については、下記ウェブサイト参照。 

カナダ銀行 http://www.bankofcanada.ca 

イングランド銀行 http://www.bankofengland.co.uk 

欧州中央銀行 http://www.ecb.int 

米国連邦準備制度 http://www.federalreserve.gov 

スイス国民銀行 http://www.snb.ch 

 

以  上 


